
元町商店街誕生から150年を目前に、私たちは何を為すべきか
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　2020年秋の開港5都市景観まちづくり会議
神戸大会で、ＦＧ会議（Future Generation）
会議のコーディネートをした際に約束した
「今後4年間は各都市で開催される開港５
都市会議に参加します！」という宣言を守
るべく、9月9日～11日の3日間の会期で開
催された函館大会に「もとまちハーバー懇
談会」を代表して参加してまいりました。
　北海道には、叔父が住んでいたことも
あって幼少の頃1回と、妹の結婚式で1回の
2回訪れたことはあったのですが、今回の函
館は初訪問でして、仕事半分、初めての地
への旅行気分半分で、伊丹空港からの直
行便で函館空港に降り立ちました。
　昨年の新潟大会の交流会の一場面で、ぜ
ひとも参加者で議論する時間をたくさん設
けてほしいという要望を函館市役所の担当
者にお伝えしていたのが、反映されてかどう
かはわかりませんが、各プログラムで積極的
に参加者による対話・討議の時間を設定し
てくださって、「会議」という冠にふさわしい
大会だったなあとまずは思ったところです。
　初日の全体会議Ⅰでのトークセッション
では各都市からまちづくりの課題になって
いることを披露しあいながら、他都市でも
ある共通の悩みや具体的な解決に向けた
取り組みなどを披露しあった後、五稜郭を
舞台に毎年繰り広げられている「市民創作 
函館野外劇」の特別公演『星の城、明日に
輝け』を鑑賞し、函館の街の歴史を学ばせ
ていただきました。
　夜は恒例のウエルカムパーティーに参加
し、各都市の方 と々円卓を囲んで、函館の

自慢の食材と新潟か
ら差し入れしていた
だいた日本酒に舌鼓
を打ち話の華を咲か
せたあとに、神戸か
らの参加メンバー有
志で、函館空港から
市街地に向かうタク
シーの運転手さんに
教えていただいた観
光客があんまり訪れ
ない地元の人がよく
足を運ぶ海鮮居酒
屋「次郎」へ移動。

　地元でとれた新鮮なニシン・ホタテ貝・牡
蛎・タコを堪能しました。あれ？函館って「活
イカ」が有名じゃなかったっけ？を思われた
方は、函館通ですね。実は、函館では「魚種
転換」というかつてなかった深刻な問題に
いま直面しているのです。地球温暖化の影
響で海水温が以前に比べて上昇してしまっ
た結果、これまで当たり前に獲れていたイカ
の漁獲量がこの10年で10分の1以下になっ
てしまったとのこと。函館一番の繁華街で
ある五稜郭周辺とどの居酒屋さんの前にも
「活イカ」という看板や幟は上がっているが、
入口には「本日は活イカは入荷しておりませ
ん」の言葉が並ぶという異常事態で、それは
函館朝市でも同じ光景が見られました。
　イカに換わって爆発的に漁獲高が伸び
ている魚が「ブリ」。この10年間で30倍以
上も水揚げされるようになり全国第一位に
まで上り詰めたものの、函館の家庭の食卓
では全く馴染みのない魚だとか。南の海で
上がるブリに比べて脂の乗りが少なくあっ
さりしていて、何とかおいしく食べる方法は
ないものかと立ち上がったプロジェクトが、
「北海道ブリリアントアクション」。大会2日

目に実施され
た8つの分科
会の1つ、第7
分科会『函館
の自然と新た
な名物「ブリ
」を満喫～函
館山＆函館
公園散策～』

に参加した私は、この取り組みの事務局の
方から、函館ブリたれカツ、函館ブリ塩ラー
メンという2つの食べ方がベストマッチであ
ることを直接伺い、函館山を登り終えて腹
ペコだったお腹を大いに満たしてくれたの
でした。
　分科会を終えた後、夕方からは全体会議
Ⅱが旧函館区公会堂で行われました。函館
の街のジオラマ作成を行った北海道函館
工業高等学校による発表の後、各都市FG
メンバーがファシリテーターとなり、 「持続
可能な景観まちづくり」をテーマに、①景観
（夜景、伝統的建造物など）、②歴史・文化
（歴史のストーリー、食など）、③環境（海洋
ごみ、森林伐採など）、④交通（バスなど公
共交通の利便性向上など）⑤経済（買い物
難民、商店街の衰退など）、⑥人材育成（担
い手不足、若年層の流出など）、⑦ 福祉〈多
様性〉（バリアフリー、性的マイノリティ、誰
でもトイレなど）、⑧情報技術、情報システ
ム（SNSによる発信、IT産業の振興など）、
⑨ 港（港の活用など）の視点で、グループ
討議を行いました。短い時間でしたが、各視
点ごとに今後の課題解決に向けたキャッチ
コピーを提案するスタイルでのまとめは、な
かなかに興味深いものでしたので、その報
告はまた別稿にて紹介できればと思います。
　開港５都市会議が語る景観は、「広義の
景観」の景観であるということ、つまり、私が
神戸大会FG会議のまとめとした「人が歩い
ていること、佇んでいること、営みが目に見
えることでまちが生きているということを皆
さんが実感することそのものが都市の景観
である」ことが再確認できたとても心地よ
い大会で、大満足で帰路に就くことができ
ました。
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開港５都市 景観まちづくり会議 函館大会に参加して
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◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料） ℡３６１－４５２３
１０月  ５日（木）～１０月１０日（火）第１８回朋の会 水彩画展
１０月１２日（木）～１０月１７日（火）第16回みなと銀行こうゆう会福友会部会
　　　　　　　　　　　　　　 会員作品展（展示は13日～）
１０月１９日（木）～１０月２４日（火）神戸パステル画会 第３２回ＫＰ展
１０月２６日（木）～１０月３１日（火）合同作品展

◇元町映画館（有料） ℡３６６－２６３６
  ９月２３日（土）～１０月  ６日（金）『放送不可能。』・『テレビ、沈黙。』・『国葬の日』
  ９月３０日（土）～１０月  ６日（金）劇場版『ほんとにあった！呪いのビデオ100』
  ９月３０日（土）～１０月１３日（金）特集『再発見！フドイナザーロフ』
１０月  ７日（土）～１０月１３日（金）『70歳のチア・リーダー』・『almost people』
１０月  ７日（土）～１０月２０日（金）特集「みんなのジャック・ロジエ」
１０月１４日（土）～１０月２０日（金）『草原に抱かれて』・『J005311』・『たまつきの夢』
１０月１４日（土）～１０月２７日（金）『燃えあがる女性記者たち』
１０月２１日（土）～１０月２７日（金）『書かれた顔』・『ムイト・プラゼール』・『裸のランチ』
１０月２１日（土）～１１月　３日（金）『ヨーロッパ新世紀』
１０月２８日（土）～１１月　３日（金）『鯨のレストラン』・『竜二』公開40周年記念上映
【予定は変更になる場合がございます。】

　　栄町通まちづくり委員会は、９月８日（金）１０時から１０時
３０分まで、栄町通を中心に、ゴミ拾いと不法ビラ撤去、自転車・
バイクなどへの不法駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄町通
クリーン大作戦を実施した。参加者は、（石倉デザイン）石倉伸吾、
（㈱ＫＫテクノ）松本美紀・中村圭遥・（神戸市都市局景観政策
課）西尾俊広、（こうべまちづくり会館）木原正剛、（佐野運輸）入
山隆寛・北島幸宏、（神明倉庫㈱）藤尾憲弘・十時実希、（兵庫県
信用組合）西海由希子・皆川裕希・藤本吉英・井上博仁・常深雅
子・小林洋文、（広島銀行）橋田英秀、（三鈴マシナリー㈱）稲岡
千硯・錦織彬子、（新光明飾㈱）中川俊・西村友博・大森貴美子、
（佐田野不動産㈱）佐田野宏之
以上、２２名のみなさんでした。
毎月第２金曜日午前１０時、栄
町通６丁目佐田野不動産前集
合の上、実施しています。お気
軽にご参加ください。

　観覧ご希望の方は、展覧会名と、あなたの住所・氏名・年齢・本紙へのひと言を添えて、本
紙編集部までハガキでお申込み下さい。先着順で、２名の方にペア招待券をお送りします。

◎開館60周年記念
　「京都画壇の青春―栖鳳、
　  松園につづく新世代たち」
　開館60周年を記念する本展
では、明治末から昭和初めにか
けて、京都画壇の画家たちが一
丸となり、迷い、もがいた時代
の、時に荒ぶり、過剰で、愛おし
い作品を堪能いただきます。
会　場：京都国立近代美術館
会　期：2023 年10月13日 ( 金 ) ～12月10日 (日 )
休館日：月曜日
時　間：午前１０時～午後６時、金曜日は午後8 時まで
　　　　（入館は閉館 30 分前まで）

■開港５都市  景観まちづくり会議  函館大会
　日本最初の開港港である５都市（函館、横浜、神
戸、長崎、新潟）が持ち回りで毎年開催しており、今
年は『函館』で開催！
　元町商店街まちなみ委員会・栄町通まちづくり委
員会からも参加し、９月９日（土）から１１日（月）ま
での３日間、各都市の市民団体や行政と交流を深
めながら、景観・歴史・文化・環境などの課題や将来
について、活発な意見交換を実施しました。
　来年は横浜にて開催される予定です。　

　開館60周年を記念する本展
では、明治末から昭和初めにか
けて、京都画壇の画家たちが一
丸となり、迷い、もがいた時代

◎ＭＵＣＡ展
ICONS of Urban Art
～バンクシーからカウズまで～
　世界的な活躍を見せるバンク
シー、カウズ、バリー・マッギーな
ど、10名の作家にスポットを当て、
日本初公開の作品を含む、約70
点を紹介します。

会　場：兵庫県立歴史博物館
会　期：令和5年9月23日(土)～11月26日(日)
休館日：月曜日（祝日の場合は開催）
時　間：10時～17時（入館は16時30分まで）

会　　場：京都市京セラ美術館 新館 東山キューブ
　　　　　( 京都市左京区岡崎円勝寺町124)
会　　期：2023年10月20日(金)～2024年1月8日（月・祝）
休 館 日：月曜日（祝日の場合は開館）
　　　　　年末年始（2023年12月28日～2024年1月2日）
開館時間：午前10 時～18 時（最終入場17 時 30 分）

◎ひょうご五国のやきもの
　兵庫県立歴史博物館（姫路
市本町68番地）では、開館40
周年記念企画展「ひょうご五国
のやきもの」展を開催します。
ひょうご五国（摂津、播磨、但
馬、丹波、淡路）の各地で受け
継がれてきた当館のコレクショ
ンを中心に紹介します。

■もとまちハーバークリーン作戦
　９月６日（水）正午１２時から、
曇天の中エスタシオン・デ・神
戸のみなさんが、Ｄ５１周辺の
クリーン作戦を実施しました。
（１０月２９日（日）Ｄ５１まつり
開催）

全体会議の様子（トークセッション）全体会議の様子（トークセッション） トークセッションに登壇する
栄町通まちづくり委員会委員長 佐田野さん

トークセッションに登壇する
栄町通まちづくり委員会委員長 佐田野さん

□読者プレゼント
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平野義昌

「朝日新聞」（2023.8.11）の戦争特集〈残響78
年後の「戦争」〉は太平洋戦争後の日本人兵士
戦犯裁判を取材。フィリピンは日米激戦地、同
国民の犠牲者は111万人にのぼる。戦後フィリ
ピンの裁判で日本兵137名が民間人殺害や性
暴力などの罪で有罪、半数が死刑判決を受け
た（17名執行）。エルピディオ・キリノ大統領は
妻子4名を日本軍に殺害されていた。1953（昭
和28）年7月、その大統領が全戦犯の減刑・特
赦を発表した。
〈私は妻と3人の子を殺された者として日本人を
恩赦する最後の一人となるだろう。私は自分の子
孫や国民に、我々の友となる日本人への憎悪の念
を残さないために、この措置を講じるのだ。〉註1
　大統領は個人の恨みを越えて赦しを選んだ。
東西冷戦下の東アジア情勢や対日賠償交渉な
ど「政治的判断」もあった。同時に敬虔なキリス
ト教徒として、「友好を深めるだけでなく、フィ
リピンに強いた犠牲に対する責任の自覚を日
本に期待するものでもあった」。註1
　2016（平成28）年1月、昭仁天皇・美智子皇后
がフィリピンを訪問し、戦争犠牲者に感謝と追
悼の意を述べた。皇后の歌がモンテンルパの博
物館に展示されている。
〈許し得ぬを／許せし人の／名と共に／モンテ
ンルパを／心に刻む〉註1
　同じく「朝日新聞」（8.16）〈ひと〉欄が本年7
月フィリピンの戦犯恩赦70年記念の式典で講
演した加納佳世子を紹介。父が同郷の死刑囚
のためにキリノ大統領に助命嘆願の書簡を送
り続けた。2011（平成23）年にマニラの博物館
所蔵の大統領文書から書簡が発見され、大統
領の親族と交流が始まった。加納はなぜ恩赦を
未来に伝えるのかを問われて、「赦しから何を
学べるかを考え、行動することが大切だからで
す」と答える。註2
　モンテンルパ収容者のなかに川口清健（きよ
たけ、元陸軍少将）という人物がいた。前に西村
貫一の経歴を神戸小、関西学院から麻布中学
に転校と紹介したが、神戸小卒業後、陸軍幼年
学校を目指す大阪偕行社付属小学校高等部に
在籍、中退した。川口と同級で、その後も交流。
戦争中、川口は中国や南洋戦線で部隊を率い
た。1946（昭和21）年、川口も戦犯容疑で収監
された。貫一は慰問品を送り、激励。「戦争に敗
けたかて、太陽と空気と水とはなんぼでも受け
ることが出来るのやから何も心配せんかてよろ
しい」（註3）。川口は極刑を免れ、巣鴨刑務所に
移された後、53（昭和28）年釈放となった。へち
ま会員に名を連ね、貫一と親交を回復した。
　49（昭和24）年、モンテンルパに戦犯教誨師・
加賀尾秀忍（しゅうにん、真言宗僧侶）が赴任。
加賀尾は任期が終了しても自費で滞在し、戦犯
たちに寄り添い、14名の処刑に立ち会った。加
賀尾は受刑者らと詩歌集「独房」（昭和25年8
月号、12月号）と「虜囚」（昭和25年10月号～昭
和27年7月号まで不定期、全11冊）を作成。死刑
執行を待ち、戦友を偲び、故郷の家族を憶う詩
歌が並ぶ。
〈思はじと思へば思ふ亡友（とも）のこと焼きつ
く胸に涙し流る〉
〈我が心知るや知らずや親友五人手に手をとり
て先に逝くとは〉註4
　歌手・渡辺はま子（1910～1999年）は慰問中
の天津で終戦を迎え、1年間捕虜収容所で過ご
した。52（昭和27）年1月、来日したフィリピン国

会議員から日本人戦犯のことを聴き、収容所に
お香を送った。同年6月、加賀尾は戦犯作詞・作
曲の楽譜を渡辺に送る。渡辺はすぐにビクター
に持ち込みレコード化。「ああモンテンルパの夜
は更けて」（作詞・代田銀太郎、作曲・伊藤正康、
歌唱・渡辺はま子、宇都美清）はベストセラーと
なった。この歌によって戦犯問題が国民に知ら
れ、500万人に及ぶ助命嘆願書が集まった。海
外渡航はまだ困難だったが、12月渡辺のフィリ
ピン慰問が実現、戦犯たちの前で歌唱した。
〈モンテンルパの夜は更けて／つのる思いに　
やるせない／遠い故郷しのびつつ／涙に曇る月
影に／優しい母の夢を見る〉註5
　53（昭和28）年6月、加賀尾は大統領に面会
を許された。同曲のオルゴールを聴いてもらい、
曲の説明をして、戦犯特赦を願った。
　57（昭和32）年11月、加賀尾は川口に紹介さ
れ貫一を訪問、へちまクラブで講演した。「独房
」「虜囚」を見せたところ、貫一は感激して印刷と
配布を申し出た。加賀尾は「うたではなくて“う
たのようなもの”」（註4）だから、と遠慮した。貫
一は、戦犯の真剣な告白で貴重なもの、失われ
ては大変、是非出版を、と提案した。寄稿者全
36名はすべてペンネーム、本名がわかるのは
26名である。
　出版は貫一の文化事業の一環。本稿では家
業の歴史、ゴルフ文献、古書愛好の一部を紹介
してきた。ここからは貫一の「愛書趣味」につい
て時間を遡る。1915（大正4）年にマサと結婚し
て、17（大正6）年西灘村に別宅を構えた。欧風
の庭をつくり、西洋の古家具を買い集め、名画
を飾り、友人とレコード鑑賞。
〈座が温ると古本あさりがはじまった。書斎の机
の上にうづ高く積まれた書籍の蔭で二日も三日
も何かペンを走らせているＫをよく見るように
なった。（中略、本をめぐって夫人と口論）しかし、
読書はＫを十全に満足させるものではなかった。
Ｋは上京して美術雑誌発行の計画を水谷（引用
者註、水谷鐵也、みずのや、彫刻家）にはかった。／
「そんな計画はやめといた方がよい」とすげない
返事に彼はひどく憤慨していたが、誰も知らな
い間に「アンティーク」と誌名のついた美術文
芸誌が独自に発行されていた。ボルボドール仏
跡の研究家頴川良平（引用者註、貫一『年譜』では
「君平」）や其の他の同人達の執筆で立派な雑誌
が数年の間神戸で編輯されていたことはこの
港町では稀有の事である。〉註6
　1918～19（大正7～8）年、神戸で雑誌「アン
ティーク」が発行された。宮崎収二朗の兵庫文
学史にも言及がない雑誌である。この創刊号が
いきなり発禁になった。貫一執筆「アダローザ」
が原因。よって第二号からしか読めない。。
　水谷鐵也「吾人作家の希望」、貫一「感想」、一
紅女「追憶から」、貫一「五月蝿い豚奴」、貫一
「若いARTISTの群れに」、吉田菱「不安と恐怖
のかなたに向って」、貫一「男」、貫一「VICTO-
RIA STATION」、村上豊「折にふれ」、多田寅
之助「陸奥物語――脚本」、黒風白雨楼主人
「編輯妄語」。表紙はイタリア中世の画家ジョッ
トの作品。大正七年七月一日発行。編輯発行
人・多田。発行所・アンテイーク社（神戸市栄町
三丁目四十三番地）。発売所・大阪寳文館神戸
支店（神戸市元町五丁目三番屋敷）。25銭。註7
　執筆者たちのことはほとんど不明。「編輯妄
語」が創刊号発禁を語る。まず、誤字脱字が多
かったことを詫びる。発禁問題について、世人
の好奇心をそそって自己の思想を誇るものでは

ない、と断わる。「アダローザ」は西洋美術の裸
体美を論じたものと思われる。
　第三号は「八月號1918」の表示（大正七年八
月一日発行）。貫一は戯曲「姉」他、「感想」「ロシ
アでの或る日」寄稿。「感想」は読書随筆。
〈自分はWifeに対して近頃大変に喜ばねばな
らない事がある。それは自分が一人本を読んで
居るか、感想でも書いて居る時には、自分一人
静かにおいてくれる事である。〉註8
　読書も執筆も一人静かに集中したい。しかし
ながら、書いたものは他人に読んで聞かせたい。
そして、批評がほしい。自分の成長のため、自分
を知るため。わがままである。
「ロシア～」は欧州旅行中の悲話。ワルシャワ駅
で日本の玩具を売る少年に出会う。日本人らし
いが、日本語を話さない。貫一はカバンに入るだ
け買ってやり、事情を聴く。暴力に支配され働か
されている。助け出して日本に連れ帰ろうと思う
が、少年は拒む。貫一は金を手渡すのみだった。
「編輯妄語」（貫一）名。世間は、創刊号で止める、
2、3号続けば上々、紙質が良くないなど、いろい
ろ批評する。
〈神戸に美術や文学に関する雑誌が二つや三つ
はあっても好いと思う。その現出することを
各々同人は大なる喜びを以て待って居る、そし
て出来れば何かの形式で御役に立つ事があれ
ば、やっても好いと思うて居る。〉註8
　同じく「編輯妄語」（豊）名が7月25日開催の
慈善音楽会を報告。神戸基督教青年会に慶應
マンドリン倶楽部を招いた。
〈神戸の人が近来甚だしく音楽に目醒めて来た
のは悦ばしい傾きである。（中略）少しも深味の
ない生活を重ねて居る人でも、精神の労苦と肉
体の疲労とを一曲の音楽に依ってどれだけ緩
和されるものか知れない。〉註8
　収益は同青年会に寄付。以前貫一がマンド
リンクラブを結成したことは記した。具体的な
活動は不明だったが、一端が判明した。

註1　「朝日新聞」2023.8.11
註2　「朝日新聞」2023.8.15
註3　川口清健「旧友」（『へちまと十年』へちまクラブ、
1956年）
註4　加賀尾秀忍編『虜囚』（へちまくらぶ　1956年）。写
真、神戸市立中央図書館蔵書。
註5　Web「二木紘三のうた物語」
h t t p s : / / d u a r b o . a i r - n i f -
ty.com/songs/2007/01/post_5fde.html
Web「ああ、モンテンルパの夜は更けて　解説」
http://www13.big.or.jp/~sparrow/MIDI-montenlu-
pa-exp.html
註6　リヒアルト・ケー・ライフ「Ｋの田園生活」（発明家、
正体不明。『へちまと十年』所収）
註7　「アンティーク　第貮號」アンティーク社、1918年
註8　「アンティーク　八月號」同上
7.8は国立国会図書館デジタルコレクションより。
引用文は適宜新字新かなに直した。

西村旅館（11）

海という名の本屋が消えた（119）
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